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関連性．KITAKANTO MEDICAL JOURNAL 65: 127 -140 2015）．しかし運動器疾患を有する







力を用いた．ADL 障害の評価には，ロコモ 25 の設問から ADL 障害を示す因子を見極めるために探
索的因子分析をおこない，導き出された 2 つの因子（第 1 因子；質問項目Ｑ12, 13, 15, 16, 17, 18, 








検証した．観測データのモデルの適合はカイ二乗 , RMSEA, GFI, AGFI, CFI で評価した．我々はよ
い適合の基準をカイ二乗 0.05 以上，RMSEA は 0.05 未満，GFI, AGFI, CFI は 0.90 以上とした． 
結果）モデル１の適合指標の結果は chi-square=23.870 (p=0.067), RMSEA=0.044, GFI=0.981, 
AGFI=0.954, CFI=0.987 であった．これらの指標はモデル 1 がよい適合であることを示した．モデル２
の適合指標の結果は chi-square=49.378 (p<0.001), RMSEA=0.087, GFI=0.961, AGFI=0.954, and 
CFI=0.95 であった．カイ二乗ｐ値が有意な値を示し，RMSEA＜0.05 を示したため，モデル 2 はよい適
合を示さなかった． 
考察） 本研究は運動器疾患を有した高齢者において「運動機能の低下は，ADL の低下を介して抑
うつ感情などの心理的懸念に影響を及ぼす」という因果関係を得た．この結果から，ADL 障害と心理
的懸念の構成要素を特定し，また ADL 障害が心理的懸念に寄与する程度を評価することがロコモテ
ィブシンドロームを予防するために重要であることが示唆された．今後の課題として，今回の研究が横
断的に行われたため経時的な変化を明らかにする必要があるとともに本研究の有効性を高めるため
にさらに多くのデータを用いた検証をおこない，心理的懸念の危険性がある人を識別するさらなる研
究が必要であると考える． 
